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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成28年2月12日(2016.2.12)

【公開番号】特開2013-140789(P2013-140789A)
【公開日】平成25年7月18日(2013.7.18)
【年通号数】公開・登録公報2013-038
【出願番号】特願2012-279777(P2012-279777)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  33/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/04     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/10     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ａ
   Ｈ０５Ｂ   33/04     　　　　
   Ｈ０５Ｂ   33/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月18日(2015.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板上に配置された画素電極と、
　前記画素電極上に配置され、光透過が可能に備えられた対向電極と、
　前記画素電極と前記対向電極との間に介在され、少なくとも前記対向電極に向かって光
を放出する有機発光層と、
　前記対向電極上に配置され、前記有機発光層から放出された光が透過する第１透光層と
、
　前記第１透光層上の前記有機発光層から放出された光の経路上に位置し、第１屈折率を
有する第１物質と、第２屈折率を有する第２物質とを含み、前記第１屈折率は、前記第２
屈折率より大きく、前記第１物質は、前記第２物質内に複数個の領域が配置された第２透
光層と、を備えることを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記第２透光層上に配置された光学部材をさらに備えることを特徴とする請求項１に記
載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記第２物質は、粘着物質を含むことを特徴とする請求項２に記載の有機発光表示装置
。
【請求項４】
　前記第２透光層は、前記第１透光層に接し、粘着物質を含む第１層と、前記第１層上に
配置され、前記第１物質及び前記第２物質を含む第２層と、前記第２層上に配置され、粘
着物質を含む第３層と、を備えることを特徴とする請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
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　前記対向電極と前記第１透光層との間に配置された保護層をさらに備えることを特徴と
する請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記第１物質の屈折率は、１．５以上であることを特徴とする請求項１に記載の有機発
光表示装置。
【請求項７】
　前記第１物質のサイズは、０．１μｍないし５μｍであることを特徴とする請求項１に
記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記第１物質は、ジルコニウム（Ｚｒ）またはケイ素（Ｓｉ）を含むことを特徴とする
請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記有機発光層と前記第２透光層との距離は、５０μｍ以下であることを特徴とする請
求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第１透光層は、無機膜と有機膜とが交互に配置された複数層を備えることを特徴と
する請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１１】
　（ａ）基板上に、画素電極、有機発光層及び光透過が可能に備えられた対向電極を順次
に形成するステップと、
　（ｂ）前記対向電極上に、前記有機発光層から放出された光が透過する第１透光層を形
成するステップと、
　（ｃ）前記第１透光層上の前記有機発光層から放出される光の経路上に、第１屈折率を
有する第１物質と、第２屈折率を有する第２物質とを含み、前記第１屈折率は、前記第２
屈折率より大きく、前記第１物質は、前記第２物質内に複数個の領域が配置された第２透
光層を形成するステップと、を含むことを特徴とする有機発光表示装置の製造方法。
【請求項１２】
　前記（ｃ）ステップ後に、前記第２透光層上に光学部材を形成するステップをさらに含
むことを特徴とする請求項１１に記載の有機発光表示装置の製造方法。
【請求項１３】
　前記（ｃ）ステップで、前記第２物質は、粘着物質を含むことを特徴とする請求項１２
に記載の有機発光表示装置の製造方法。
【請求項１４】
　前記（ｃ）ステップは、前記第２透光層に接し、粘着物質を含む第１層を形成するステ
ップと、前記第１層上に配置され、前記第１物質及び前記第２物質を含む第２層を形成す
るステップと、前記第２層上に配置され、粘着物質を含む第３層を形成するステップと、
を含むことを特徴とする請求項１２に記載の有機発光表示装置の製造方法。
【請求項１５】
　前記（ａ）ステップと前記（ｂ）ステップとの間に、保護層を形成するステップをさら
に含むことを特徴とする請求項１１に記載の有機発光表示装置の製造方法。
【請求項１６】
　前記（ｃ）ステップで、前記第１物質の屈折率は、１．５以上であることを特徴とする
請求項１１に記載の有機発光表示装置の製造方法。
【請求項１７】
　前記（ｃ）ステップで、前記第１物質のサイズは、０．１μｍないし５μｍであること
を特徴とする請求項１１に記載の有機発光表示装置の製造方法。
【請求項１８】
　前記（ｃ）ステップで、前記第１物質は、ジルコニウム（Ｚｒ）またはケイ素（Ｓｉ）
を含むことを特徴とする請求項１１に記載の有機発光表示装置の製造方法。
【請求項１９】
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　前記有機発光層と前記第２透光層との距離は、５０μｍ以下であることを特徴とする請
求項１１に記載の有機発光表示装置の製造方法。
【請求項２０】
　前記（ｂ）ステップで、無機膜と有機膜とを交互に形成して複数層を備える第１透光層
を形成するステップを含むことを特徴とする請求項１１に記載の有機発光表示装置の製造
方法。
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